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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１、海のプランクトン     海洋カイアシ類　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　         （ミジンコ目）：オイトナ・プルミフェラ学習指導要領との関連　　　　　　　　　　　　　　
	中学校
理科
	３年
	（７）自然と人間
　　ア　生物と環境
　　（ア）自然界のつり合い

	
	２年
	（３）動物の生活と生物の変遷

　　エ　生物の変遷と進化

　　（ア）生物の変遷と進化


・中学校教科書関連単元　＊参考：大日本図書
	中学校

理科
	３年
	単元３　自然界のつり合い
　　　１章　自然界のつり合い
１　生物どうしのつり合い　


指導計画一例　　　＊参考：大日本図書
　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：８～９時間　　本時：１，２時/８～９時間

	配当時間
	主な学習活動
	
	評価規準

	２

本時
	・食べる・食べられるという関係と生物の個体数の関係から生物界では生物がつり合いを保って生活していることを見いだす。

（本プログラムの活用）
	
	【関・意・態】

・生物が自然の中で食べる・食べられるという関係の中で生活していることに関心をもち、いろいろな資料をもとにそれらの関係を調べようとする。
【思・表】

・生物は食物連鎖によって網目状につながっていることを見いだすとともに、食物連鎖の上位のものほど個体数が少ないなど、量的な関係について自らの考えを導いたりまとめたりして表現している。
【知・理】

・自然界では、生物は食べる・食べられるという関係の中で生活していることを理解し、消費者、生産者などについての知識を身につけている。

	３
	・土の中の小動物や微生物のはたらきを調べ，分解者の役割を知る。
	
	

	２
	・自然界での物質の循環と生物の生活との関係を見いだす。
	
	

	１
	まとめをする。
単元問題を解く。
	
	


プログラムのねらい
〇海のプランクトン（動物プランクトン）を観察し、特徴をつかむ。

〇海の食物連鎖の基礎的な部分（光のエネルギー→植物性プランクトンの光合成→それを餌とする動物性プランクトン＝最も下のレベルの消費者＝一次消費者）を理解するきっかけとする。
プログラムの内容
校外学習の時間を利用して海に行き、プランクトンネットで海のプランクトンを採集して学校に持ち帰り、ルーペや双眼実体顕微鏡で観察する。
おすすめポイント
１年生の時に、淡水のプランクトンなどを観察している。生徒による海のプランクトン採集は時間的・地理的・予算的にも困難だと考えられるが、プランクトンネットなどの準備さえしておけば海の近くに遠足や校外学習に行ったときに昼食や休憩時間を利用して採集することができる。海のプランクトンの種類やからだのつくりを知り、海の食物連鎖の基礎的な部分を理解することにより海の生態系について考える導入になる。
関係機関の活用
〇インターネットの活用
学習指導案
　海のプランクトン　中学校３年　理科　　「自然界のつり合い」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
中学校３年理科　（７）自然と人間　ア 生物と環境　→（ア）自然界のつり合いで活用
学習指導要領のねらい

自然環境を調べ，自然界における生物相互の関係や自然界のつり合いについて理解させるとともに，自然と人間のかかわり方について認識を深め，自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う。
使用教材
１）バケツ
２）ペットボトル（海水を持ち帰るため）
３）プランクトンネット（購入でも手作りでも可）
　　＊プランクトンネットの作り方

参考ホームページ　http://www.pref.chiba.lg.jp/kansei/kankyougakushuu/higata/documents/t0301.pdf
４）漏斗スポイト
５）記録ノート
６）シャーレ

７）ホールスライドガラス

８）グリセリン（エチルアルコール）

９）スポイト
１０）インターネット接続ができるパソコン
授業の展開
中学校３年　理科　「自然界のつり合い」
本時２時間扱い
	時
間
	主な学習活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	校外学習

・記録ノートに採集日時、場所、天気、結果等の必要事項を記入する。

・プランクトンネットを使用してプランクトンを採集してペットボトルに入れて学校に持ち帰る。
	●事前にプランクトンを採集するときの注意事項を確認しておく。（安全面や観察・採集方法など）
●既習の淡水プランクトンの写真等を提示して興味・関心をもたせる。
〇生物が自然の中で食べる・食べられるという関係の中で生活していることに関心をもち、いろいろな資料をもとにそれらの関係を調べようとする。【関・意・態】


	・バケツ
・ペットボトル

・プランクトンネット

・漏斗

・記録ノート

	２時間
	・シャーレに採集してきた海水を一滴垂らしてグリセリン（またはエチルアルコール）を垂らして（動物プランクトンは動きが激しいため）双眼実体顕微鏡で観察する。光学顕微鏡で観察するときは、ホールスライドガラスを使用する。
・インターネットを活用してプランクトンの種類やからだのつくり、はたらきを調べる。
・海の食物連鎖について考える。
	●顕微鏡の手順や操作がわからない生徒には必要な支援をする。

●光のエネルギー→植物性プランクトンの光合成（生産）→それを餌とする動物性プランクトン（最も下のレベルの消費者＝一次消費者）を理解させ、連鎖の個体数を見いだすように促す。

〇生物は食物連鎖によって網目状につながっていることを見いだすとともに、食物連鎖の上位のものほど個体数が少ないなど、量的な関係について自らの考えを導いたりまとめたりして表現している。
【思・表】


	・シャーレ
・ホールスライドガラス

・グリセリン（エチルアルコール）
・スポイト
・インターネット接続のできるパソコン


プログラム活用の工夫
海水では、植物プランクトンは採集することが困難である。しかし、動物プランクトン（カイアシ類など）は肉眼でも存在がわかるほど大きく動きも激しいため比較的見つけやすく、生徒たちの興味・関心を引きやすい。港や堤防沿いの流れが落ち着いている場所が採集に適している。また、植物は陸では食べられる生産者としての役割が大きいが、海では植物プランクトン以外は他の生物（動物）の隠れ家としての役割が大きいことも付け加えて指導することも必要である。１年生で学習する淡水のプランクトン観察の時にあわせて観察し、比較することでより学習を深めることもできる。
資料

観察：動物プランクトンの観察の仕方
準備
・シャーレ　・ホールスライドガラス　・グリセリン（エチルアルコール）　

・スポイト　・ピンセット　・キムワイプ（なければ、ろ紙）
方法

１、プランクトンの入ったペットボトルからシャーレに水を入れる。

２、ルーペや虫メガネでプランクトンを見つける。（動物プランクトンは肉眼でも見える）

もしも見つからなければ、シャーレの水を捨てて、数回繰り返す。

３、シャーレの中のプランクトンをスポイトで捕まえる。

４、ホールスライドガラスの上に1滴ずつ慎重にたらす。
５、ホールスライドガラスの水があふれそうになったら、一旦ホールスライドガラスの水

を捨てて、作業を続ける。

６、ホールスライドガラスの上にプランクトンが落ちた所で止める。
７、グリセリン（エチルアルコール）をたらす。　

８、キムワイプ等であふれた水を吸取り、水が少なすぎる時は水を足す。

９、カバーガラスをかける。

１０、カバーガラスからはみ出た水を吸取り、顕微鏡で観察する。
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